ファイル名「令和６年度分処遇改善加算実績報告用集計（見積もり用）の説明

◎作りたい仕様
シート名「給与CSVデータ（月給）」「給与CSVデータ（時給）」には毎月の給与のCSVデータを張り付けます。このCSVデータの「氏名」と「個別入力（月給）」「個別入力（時給）」のA列の氏名が一致したら、「個別入力（月給）」「個別入力（時給）」の指定のセルにCSVデータを転記する作業を自動化したい。

マクロは「準備のマクロ」と「転記のマクロ」の２段階にしたい。

１　準備のマクロ（月給用・時給用）
　CSVデータのB列「氏名」と個別入力（月給・時給）のA列の「氏名」をマッチさせて、CSVデータにあるが、個別入力（月給・時給）に無い氏名を表示する。表示した氏名を確認したら、マクロは一旦終了
　（作業も参照するWSも別になるので実際は２つ別々のマクロで良いです。）

２　転記するマクロ（月給用）
CSVデータは１月支給の給与データですが、何月の給与データなのか指定する必要があるので、INPUT　BOXのような月を指定し入力するものを表示させたい。
このデータの場合「１」を入力します。

１を指定した場合は、CSVデータの１行名のB列の氏名と一致する「個別入力（月給）」のシートのA列を見ていき、一致したエリアの１月支給給与の箇所に入力します。
　CSV　１行名の「青森　太陽」は、個別入力（月給）の1514行から1571行のエリアに入力します。
　CSVは１月支給給与のデータなので、AI列に転記します。

＊この「個別入力（月給）」のシートは、７月支給から６月支給になっていますが、スタートが４月、５月、６月など変わります。６月スタートの場合は、１月のデータはAN列に入力します。何月スタートにするかは、「施設設定」シートの①賃金改善期間設定で決定しています。

転記場所　　例はCSVデータの２行目「青森太陽」さんの場合
１　転記元　T列のデータ177000　　　を　　AI1515セル　　へ　転記
２　転記元　X列のデータ　　　　　　 を　　AI1518セル　　へ　転記
３　転記元　Y列のデータ　70000　　  を　　AI1521セル　　へ　転記
４　転記元　Z列のデータ　　　 　　  を　　AI1524セル　　へ　転記
５　転記元　AB列のデータ　24899 　  を　　AI1539セル　　へ　転記
６　転記元　U列のデータ　3973　 　  を　　AI1543セル　　へ　転記
７　転記元　V列のデータ　　　　 　  を　　AI1547セル　　へ　転記
８　転記元　W列のデータ　336 　 　  を　　AI1551セル　　へ　転記
９　転記元　AE列のデータ　　 　 　  を　　AI1555セル　　へ　転記
   *AE列のデータはマイナスになっているのでプラスの数字に変換して転記
[bookmark: _Hlk189899505]10　転記元　AF列のデータ　1200 　  を　　AI1559セル　　へ　転記
11　転記元　AG列のデータ　4200 　  を　　AI1558セル　　へ　転記

時間の転記　CSVデータは「00：00：00」60分表記になっているので、「0.00」の10進数表記に変換してから転記する必要がります。「0：45」は「0.75」に変換してから転記します。

M列からS列までのデータは変換が必要です。

12　転記元　R列のデータを変換して　　AI1538セル　　へ　転記
13　転記元　O列のデータを変換して　　AI1542セル　　へ　転記
14　転記元　Q列のデータを変換して　　AI1546セル　　へ　転記
15　転記元　P列のデータを変換して　　AI1550セル　　へ　転記
16　転記元　M列のデータを変換し、I列の数字×８を加えて　　AI1554セル　　へ　転記

以上の転記処理を１人ずつ繰り返し実行し、CSVデータの最後の行まで行ったら終了


２　転記するマクロ（時給用）
CSVデータは１月支給の給与データですが、何月の給与データなのか指定する必要があるので、INPUT　BOXのような月を指定し入力するものを表示させたい。
このデータの場合「１」を入力します。

１を指定した場合は、CSVデータの１行名のB列の氏名と一致する「個別入力（時給）」のシートのA列を見ていき、一致したエリアの１月支給給与の箇所に入力します。（ここまでは、月給と同じです。）

　CSV　１行名の「徳島　寿恵」は、個別入力（時給）の501行から545行のエリアに入力します。
　CSVは１月支給給与のデータなので、AI列に転記します。

転記場所　　例はCSVデータの２行目「徳島　寿恵」さんの場合
１　転記元　T列のデータ 168840　　　を　　AI503セル　　へ　転記
２　転記元　AB列のデータ　　　　　  を　　AI517セル　　へ　転記
３　転記元　U列のデータ　　559  　  を　　AI521セル　　へ　転記
４　転記元　V列のデータ　　　　 　  を　　AI525セル　　へ　転記
５　転記元　W列のデータ　    　 　  を　　AI529セル　　へ　転記
６　転記元　AF列のデータ　　　  　  を　　AI533セル　　へ　転記
７　転記元　AG列のデータ　6720 　　 を　　AI532セル　　へ　転記

時間の転記　CSVデータは「00：00：00」60分表記になっているので、「0.00」の10進数表記に変換してから転記する必要がります。「0：45」は「0.75」に変換してから転記します。

M列からS列までの時間データは変換が必要です。

８　転記元　N列＋S列のデータを変換して　AI502セル　　へ　転記
13　転記元　R列のデータを変換して　　　　AI516セル　　へ　転記
14　転記元　O列のデータを変換して　　　　AI520セル　　へ　転記
15　転記元　Q列のデータを変換して　　　　AI524セル　　へ　転記
16　転記元　P列のデータを変換して　　　　AI528セル　　へ　転記

[bookmark: _Hlk189910603]以上の転記処理を１人ずつ繰り返し実行し、CSVデータの最後の行まで行ったら終了

· その他
・時間の変換は準備のマクロの中で処理した方が良いかもしれません。時間が０の場合は、空欄の方が良いです。
・ＣＳＶデータのシートは必要に応じて列を追加など変更してもかまいませんが、データの削除はしないでください。
・ＶＢＡコードはオープンに願います。事業所によってＣＳＶデータの構成が変わるため事業所ごとに多少のカスタマイズが必要になります。初心者でも修正できるように簡単なコードで記述していただけると助かります。（配列等のレベルの高いコードは避けていただけると助かります。）
